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表紙の写真1

伊豆三宅島の南東部海岸で採取された貝類

サンゴなども含んだこれらの貝類は1983年10月3目の三宅島噴火直後島

内の一部の海岸において黒い砂礫の浜を白くするほど多量に打ち上げられて

いました｡写真の最上列石から3番目のフクトコブシが最も多く打ち上げら

れ島の漁業被害を大きなものにしました.

色の消えかかった貝化石を調べている者にとって色のついた現棲貝類の貝

殻は大変美しくかつ新鮮に思われます.採取された貝類が亜熱帯的な暖か

い浅海に凄む種類のせいかもわかりません.

口絵と本文中にも同じ貝類の白黒写真が掲載されています.その都度表紙

の写真をご参照下さい(文磯部一洋).
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日本にもあった?リチウム資源

有馬温泉の地質と地球化学

ニュｰジｰランドにおける

“太平洋地域の最近の地殻変動"

に関する国際シンポジウムに参加して

海外室だより�


